
●（目的）：　設計趣旨、奥卯辰山健民公園の自然の豊かな木立の中に立地しており
外観は森の中のチャペルをイメージし、木と鉄板とコンクリートで自然に調和させた。
内部空間は能登ヒバ板とガラスによりさわやかさと清潔感を強調させた。

：外壁は木材保護着色塗料2回塗り ＤＡＴＡ
⑤公園休憩施設

：県産材の能登ヒバを外壁内壁共に使用 金沢市若松町地内

：再生砕石使用 木造平屋
延床面積３９．６６㎡

平成27年７月～平成27年12月

奥卯辰山健民公園　４番便所


